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安波ダム近く（国頭村）

白川街区公園（沖縄市）

桑江公園（北谷町） 漢那ダム（宜野座村）

アメリカザリガニが引き起こす問題 

那覇市立泊小学校  

５年 大城 蒼 

 

1.1.1.1.目的目的目的目的・動機・動機・動機・動機    

小学校の１，，年でエビの研究をして、去年、外来種のビーシュリンプについて調べ、

この外来種たちはどんな問題を引き起こしているのだろうと思いました。そこで、エビと

同じ甲殻類で、在来種に被害をあたえていると言われるアメリカザリガニを調べることに

しました。
 

2.2.2.2.内容と方法内容と方法内容と方法内容と方法    

(1)(1)(1)(1)野外での観察野外での観察野外での観察野外での観察    

野外では、アメリカザリガニのすんでいる環境を

調べました。また、アメリカザリガニのいる場所

といない場所で、30 ㎝方

形枠を使い、ヤゴなどの

生き物を数え、数の違い        

を比較しました。 

 

 

 

 

 

 

 


(2)(2)(2)(2)室内実験室内実験室内実験室内実験    

人工的なところと自然豊かなところで、アメリカザリガニが生息した場合の違いを調べ

るために、２つの水槽を使い、コンクリート池をイメージした人工的な水槽と自然の池を

イメージした水槽を作りました。そして、２つ水槽の中に、アメリカザリガニをそれぞれ

5 匹ずつ入れました。その後、それぞれの水槽にヤゴ（ウスバキトンボ）を 4 匹ずつ入れ

ヤゴがどうなるか調べました。 

また、テナガエビ（ミナミテナガエビ）でも、ヤゴと同じような実験をしました。 

 

 

 

 

 人工的な水槽 自然的な水槽

3333....予測・結果予測・結果予測・結果予測・結果    

(1)(1)(1)(1)野外での観察野外での観察野外での観察野外での観察    

私は、アメリカザリガニは流れが緩やかで、水は透き通っていて、底が砂利のような自

然の環境ところにすんでいると予測しましたが、結果は、アメリカザリガニは流れのない

濁った池にすんでいました。 

また、アメリカザリガニのいるところではヤゴは少ないと予測しました。結果は、アメ

リカザリガニのいる安波ダム近くでは、アメリカザリガニのいない漢那ダムよりヤゴや在

来種は少なかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

((((2222))))室内実験室内実験室内実験室内実験    

①ヤゴ①ヤゴ①ヤゴ①ヤゴ類類類類との関係との関係との関係との関係    

ヤゴ類は、人工的な水槽では隠れる場所がないのでアメリカ

ザリガニにすぐに食べられ、自然の水槽では隠れる場所が多い

ので見つからないと予測しました。 

結果は、人工的な水槽では、予測通りヤゴはすぐに食べられ

ました。自然の水槽では、ヤゴ類は３日ほど生き残り、全滅し

てしまいました。 

 

表 1 アメリカザリガニのいる場所（安波ダム）

の、ヤゴ・在来種・外来種の数 

回数 ヤゴ 在来種 外来種 底質など

数 種類 数 種類 数 種類

1 1 ｵｷﾅﾜｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ 0 - 0 - 枯葉

2 1 ｵｷﾅﾜｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ 0 - 0 - 草の根

3 0 - 0 - 0 - 枯葉

4 1 ｵｷﾅﾜｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ 0 - 0 - 草の根

5 2
ﾄﾝﾎﾞ科
ｵｷﾅﾜｻﾅｴ

0 - 0 - 枯葉

6 0 - 0 - 1 ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ 砂泥・水草

7 0 - 0 - 0 - 砂泥・枯葉

8 1 ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ類 0 - 0 - 砂泥・枯葉

9 0 - 0 - 0 - 砂泥・枯葉

10 0 - 1 ﾋﾒｶﾞﾑｼ 0 - 枯葉・しげみ

合計 6 - 1 - 1 - -

回数 ヤゴ 在来種 外来種 底質など

数 種類 数 種類 数 種類

1 0 - 1 ﾀｲﾜﾝﾓﾉｱﾗｶﾞｲ 7
ｽｼﾞｴﾋﾞ
ﾇﾉﾒｶﾜﾆﾅ

ﾋﾙﾑｼﾛ/泥

2 0 - 0 - 9
ｽｼﾞｴﾋﾞ
ﾇﾉﾒｶﾜﾆﾅ

ﾋﾙﾑｼﾛ/泥

3 2
ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ
トンボ科

0 - 0 - 水草/泥

4 2 ﾑｽｼﾞｲﾄﾄﾝﾎﾞ 7
ﾀｲﾜﾝﾓﾉｱﾗｶﾞｲ
ﾀｲﾜﾝｷﾝｷﾞｮ

6 ｽｼﾞｴﾋﾞ イネ科/泥

5 0 - 4
ﾀｲﾜﾝﾓﾉｱﾗｶﾞｲ
ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ幼虫

0 - ﾋﾙﾑｼﾛ・水草/泥

6 0 - 1 ﾀｲﾜﾝｷﾝｷﾞｮ 0 - ﾋﾙﾑｼﾛ・水草/泥

7 1 ﾍﾞﾆﾄﾝﾎﾞ 0 - 1 ｽｼﾞｴﾋﾞ ﾋﾒｶﾞﾏ・水草/泥

8 0 - 3
ﾀｲﾜﾝﾓﾉｱﾗｶﾞｲ
ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ幼虫

8
ｽｼﾞｴﾋﾞ
ﾇﾉﾒｶﾜﾆﾅ

イネ科・水草/泥

9 0 - 4 ﾀｲﾜﾝﾓﾉｱﾗｶﾞｲ 3 ｽｼﾞｴﾋﾞ 水草/泥

10 4
ﾀｲﾘｸｼｮｳｼﾞｮｳﾄﾝﾎﾞ
ｲﾄﾄﾝﾎﾞ科

8
ﾀｲﾜﾝﾓﾉｱﾗｶﾞｲ
ﾋﾗﾏｷﾓﾄﾞｷ

1 ﾇﾉﾒｶﾜﾆﾅ イネ科/泥

合計 9 - 28 - 35 - -

表 2 アメリカザリガニのいない場所（漢那ダ

ム）の、ヤゴ・在来種・外来種の数 

図 1 アメリカザリガニのいる場所（安波ダム）といない場所（漢那ダム）の、ヤゴと

在来種の比較 

ウスバキトンボ 

アメリカザリガニが引き起こす問題
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また、自然の水槽のアメリカザリガニは、水草

を切っていました。それは、水草を切って、触

角で獲物を探しやすくするためではないのかと

考えました。 

 

 

 

②②②②テナガエビ類テナガエビ類テナガエビ類テナガエビ類との関係との関係との関係との関係    

私は、どちらの水槽もアメリカザリガニが勝つと予測しました。結果はケンカをしてい

るときは予測と違ってテナガエビが強く見えましたが、食べられた個体は全部脱皮直後の

ものでした。 

 

 

4.4.4.4.考察考察考察考察    

室内実験で、アメリカザリガニよりテナガエビが強く見えたのは、アメリカザリガニは

基本的に自分から攻撃を仕掛けず、自分の所に来たものだけ攻撃していました。でも、テ

ナガエビは、自分から攻撃を仕掛けていたので、テナガエビが強く見えたのだと思います。 

私が思うには、アメリカザリガニは目ではなく、触角を頼りにしており、テナガエビは、

目を頼りに動き回って行動しているのだと思います。 

このことから、アメリカザリガニのいた安波ダム近くの川の、流れのある水のきれいな

場所でアメリカザリガニがいなかったのは、テナガエビがアメリカザリガニを追い出して

いるのかもしれないと思いました。 

また、アメリカザリガニの水草を切る行動は、アメリカザリガニは目ではなく、触角を

頼りに行動すると思われるため、触角で獲物を探すとき、水草が邪魔になるからではない

かと思いました。 

 

 

5555....まとめまとめまとめまとめ    

○外来種のアメリカザリガニが、在来種にどんな影響をおよぼしているのかを調べました。 

○野外では、アメリカザリガニのすんでいる環境を調べました。また、アメリカザリガニの

いる場所といない場所で、ヤゴなどの生き物を数え、数の違いを比較しました。 

○野外では、アメリカザリガニはほとんど流れのないところに住んでいました。また、アメ

リカザリガニが生息している安波ダム近くは、アメリカザリガニが生息していない漢那ダ

ムに比べて、ヤゴや外来種の数は少なかったです。 

○室内実験では、アメリカザリガニとヤゴ、アメリカザリガニとテナガエビをそれぞれ、セ

ットにして水槽の中に入れ、どうなるのかを調べました。 

○室内実験では、ヤゴのほうはアメリカザリガニにすぐに食べられてしまいましたが、テナ

ガエビのほうは予想と違って、テナガエビがアメリカザリガニを食べていました。 

○テナガエビがアメリカザリガニを攻撃していたのは、アメリカザリガニは目ではなく、触

角を頼りにしており、テナガエビは、目を頼りに動き回って行動していると思いました。 

○流れのある水のきれいな場所でアメリカザリガニがいなかったのは、テナガエビがアメリ

カザリガニを追い出しているのかもしれないと思いました。 

○アメリカザリガニの水草を切る行動は、アメリカザリガニは目ではなく、触角を頼りに行

動すると思われるため、触角で獲物を探すとき、水草が邪魔になるからではないかと思い

ました。 

 

 

6666....感想感想感想感想    

今回、去年調べたビーシュリンプに続いて、アメリカザリガニの研究をして、アメリカ

ザリガニのことについて知ることができました。 

室内実験では、アメリカザリガニは意外と弱いのか、テナガエビが強いのか、アメリカ

ザリガニは負けていました。ですが、だからといってアメリカザリガニを野外に放しいて

良いのかというとそうではありません。アメリカザリガニは繁殖が早く、小さな貴重種や

生き物だと食べてしまうので、野外には放さないでください。また、アメリカザリガニを

飼っていて手に負えなくなっても、池などに放さず、生きたまま処分しないでください。 

 

 

7777....その他その他その他その他    

第 55 回那覇地区小学校科学作品展 「金賞」 

第 58 回沖縄県児童・生徒科学賞作品展 「最優秀賞」 

第 55 回全国児童才能開発コンテスト  出品中 

第 41 回沖縄県青少年科学作品展  出品予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アメリカザリガニ 野外での観察状況 野外での観察状況

ミナミテナガエビ アメリカザリガニを食べるミナミテナガエビ。
いがいにアメリカザリガニは弱かった。
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私が思うには、アメリカザリガニは目ではなく、触角を頼りにしており、テナガエビは、

目を頼りに動き回って行動しているのだと思います。 

このことから、アメリカザリガニのいた安波ダム近くの川の、流れのある水のきれいな

場所でアメリカザリガニがいなかったのは、テナガエビがアメリカザリガニを追い出して

いるのかもしれないと思いました。 

また、アメリカザリガニの水草を切る行動は、アメリカザリガニは目ではなく、触角を

頼りに行動すると思われるため、触角で獲物を探すとき、水草が邪魔になるからではない

かと思いました。 

 

 

5555....まとめまとめまとめまとめ    

○外来種のアメリカザリガニが、在来種にどんな影響をおよぼしているのかを調べました。 

○野外では、アメリカザリガニのすんでいる環境を調べました。また、アメリカザリガニの

いる場所といない場所で、ヤゴなどの生き物を数え、数の違いを比較しました。 

○野外では、アメリカザリガニはほとんど流れのないところに住んでいました。また、アメ

リカザリガニが生息している安波ダム近くは、アメリカザリガニが生息していない漢那ダ

ムに比べて、ヤゴや外来種の数は少なかったです。 

○室内実験では、アメリカザリガニとヤゴ、アメリカザリガニとテナガエビをそれぞれ、セ

ットにして水槽の中に入れ、どうなるのかを調べました。 

○室内実験では、ヤゴのほうはアメリカザリガニにすぐに食べられてしまいましたが、テナ

ガエビのほうは予想と違って、テナガエビがアメリカザリガニを食べていました。 

○テナガエビがアメリカザリガニを攻撃していたのは、アメリカザリガニは目ではなく、触

角を頼りにしており、テナガエビは、目を頼りに動き回って行動していると思いました。 

○流れのある水のきれいな場所でアメリカザリガニがいなかったのは、テナガエビがアメリ

カザリガニを追い出しているのかもしれないと思いました。 

○アメリカザリガニの水草を切る行動は、アメリカザリガニは目ではなく、触角を頼りに行

動すると思われるため、触角で獲物を探すとき、水草が邪魔になるからではないかと思い

ました。 

 

 

6666....感想感想感想感想    

今回、去年調べたビーシュリンプに続いて、アメリカザリガニの研究をして、アメリカ

ザリガニのことについて知ることができました。 

室内実験では、アメリカザリガニは意外と弱いのか、テナガエビが強いのか、アメリカ

ザリガニは負けていました。ですが、だからといってアメリカザリガニを野外に放しいて

良いのかというとそうではありません。アメリカザリガニは繁殖が早く、小さな貴重種や

生き物だと食べてしまうので、野外には放さないでください。また、アメリカザリガニを

飼っていて手に負えなくなっても、池などに放さず、生きたまま処分しないでください。 

 

 

7777....その他その他その他その他    

第 55 回那覇地区小学校科学作品展 「金賞」 

第 58 回沖縄県児童・生徒科学賞作品展 「最優秀賞」 

第 55 回全国児童才能開発コンテスト  出品中 

第 41 回沖縄県青少年科学作品展  出品予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アメリカザリガニ 野外での観察状況 野外での観察状況

ミナミテナガエビ アメリカザリガニを食べるミナミテナガエビ。
いがいにアメリカザリガニは弱かった。


